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お
問
い
合
わ
せ

① 新町二丁目
② 西町二丁目
③ 枡形・庚申堂前（19時30分頃）
④ 本町三丁目

主催／岩村町獅子舞保存会

10月5日（土） 18時から

 雨天の場合  19時30分から
岩村コミュニティセンター  大ホール

夜の岩村城下町で伝統の獅子舞が舞う！！
～岩村の郷土芸能「獅子舞」（岐阜県無形民俗文化財）路上公演～

秋まつり協賛

〜
昭
和
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
〜

朝ドラ「半分、青い。」ふくろう商店街ロケ地

昭和94年（令和元年）10月6日（日）
10時～15時 岩村城下町ふくろう商店街

岩
村
城
創
築
の
源
頼
朝
の
重
臣
・
加
藤
景
廉（
武
士
の
神
）が
祭
神
の
八

幡
神
社
と
景
廉
の
子
・
景
朝（
町
民
の
氏
神
）が
祭
神
の
武
並
神
社
の
祭

り
で
、初
日
は
景
朝
の
乗
っ
た
御
輿
を
奉
じ
て
武
並
神
社
を
出
発
、八

幡
神
社
の
父
景
廉
の
許
へ
参
向
、父
子
対
面
し
、一
夜
を
と
も
に
し
、翌

日
に
景
朝
は
父
に
別
れ
を
告
げ
、再
び
御
輿
を
奉
じ
武
並
神
社
に
帰
る

と
い
う
神
輿
渡
御
行
列
で
、岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

今
か
ら
3
8
8
年
前
の
寛
永
8
年（
1
6
3
1
年
）、岩
村
藩
主
・
松
平

乗
寿
が
武
並
神
社
を
壮
大
な
社
殿
に
建
て
替
え
、こ
れ
を
機
会
に
盛
大

な
祭
礼
を
し
た
と
い
わ
れ
、古
式
ゆ
か
し
い
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
総

勢
約
3
0
0
人
の
行
列
が
、古
の
面
影
を
残
す
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
で
あ
る
岩
村
本
通
り
の
城
下
町
を
歩
き
ま
す
。
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令和初 !!
総勢 約300人


